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去る、平成24年4月10日（火）正午～13時、
「自由民主党政務調査会・統合医療プロジェクト
（座長：橋本聖子議員）」からの要請で渥美和彦
理事長が講演を行いました。
自由民主党本部7階で50名余の自由民主党所属議
員や党関係者、マスコミ関係者、等が集まって開
催された会合には厚生労働省を始めとする関係す
る各省庁からも参加があり、『統合医療』に対す
る取り組みの本格化が窺えました。
橋下聖子座長、他の挨拶に続き、渥美理事長が約40分間に亘ってスライドを用いて講演
を行った後、参加者から質問を受ける形で会は進行され、寄せられた質問の多くは、『統合
医療』導入の具体的なメリットや導入方法に関するもので、国家政策として取り上げる意義
を改めて確認しようとするものでした。
渥美理事長からは「『統合医療』への転換は歴史的必然性によるもので、何人たりとも、
その流れを止めることは出来ない」との説明があり、その大きな理由の一つとして、東日本
大震災を経験したことによって「医療」の概念や価値観が変わったことを示しました。併せ
て、渥美理事長は参加している選良各位に超党派での『統合医療』推進を強く訴えました。

　講演終了後、国会議事堂内へ、尾辻秀久参議院副
議長を渥美理事長、英子監事、小野直哉代議員、河
野明正事務局長が東京療院療院長：鈴木清志氏の案
内で訪ね、『統合医療』の普及・推進に向けての更
なる支援を要請しました。
本会は継続的に開催されており、今後も有識者を招
いて開催されるとのことで、『統合医療』の普及・
発展の原動力の一つとなるよう、更なる充実を期待
しております。
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